
総合的な学習の時間活動プラン

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 中原小学校　 ４ 年２ 組

男子１ ４ 名　 女子１ ４ 名　 計２ ８ 名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 指導者　 伊良部　 美香

１ ． 活動名「 大好きう ちなあ」

２ ． 活動のねらい

　 　 （ １ ） 沖縄の歴史・ 文化を学ぶこ と により 、 沖縄の良さや豊かさ に気づき、 大切にし て

いこう とする心を育てる。

（ ２ ） 自ら課題を設定し 、 課題を解決し ていく 過程で情報の集め方、 調べ方、 まと めか

たや、 発表の仕方などを身に付けさせる。

　 　 （ ３ ） 戦争や平和、 命について考える学習を通し て、 平和を愛する心をもつこ とができ

る。

　 　 （ ４ ） より よい沖縄をめざし 、 自分たちの生活の中で何ができるか考えることができる。

３ ． 育てたい資質や能力

　 　 （ １ ） 自ら課題を見つける力（ 解決設定の能力）

　 　 （ ２ ） 自ら考える力（ 問題解決の能力）

　 　 （ ３ ） 共に生きる心（ 人と関わる力）

４ ． 活動について

　 　 （ １ ） 教材観

　 　 　 　 　 　 沖縄には、 たく さ んの豊かさがある。 独自の自然や食べ物、 城などの文化財や

遺跡、 綱引きやハーリ ーなどの行事、 歌や踊り や三線や空手などの伝統芸能、 焼

き物や紅型や琉球ガラスなどの伝統工芸、 平和やユイマールを大事にする心など

である。 これらの沖縄の良さや豊かさ に誇り を持ち、 さ らに琉球王朝時代のよう

に世界へその豊かさ を発信する積極性をもってほし いと ねがいこの単元を設定し

た。

　 　 　 　 　 　 社会科の学習で文化財や遺跡、 名所などにも目を向ける。 そこで、 う るま市を

出発点として、 足元から沖縄全体へ視野を広げていく 流れにしたい。

　 　 （ ２ ） 児童観

　 　 　 　 　 　 4 年生の発達段階から友達と協調しあいながら、 学習を進めることはまだ不十分

である。 自己主張が強すぎたり 、 逆に自分の考えがなく てグループ学習がスムー

ズにいかない面もみられる。 そこで、 いろいろ取材し 、 グループで協力し て活動

していく 中で自主性や協力性、 問題解決能力も育っていく ことをねらう 。

沖縄の文化・ 芸能に関し ては取り 組みやすいが、 社会情勢や歴史を十分に理解

するのは困難であるため、 体験学習を取り入れながら、 活動を進めていきたい。

　 　 　 　 　 　

　 　 （ ３ ） 指導観



　 　 　 　 　 　 慰霊の日を前に「 沖縄戦」 について学習するこ と で、 戦争の悲惨さや平和の尊

さ を実感させるこ と ができ、 平和を求める心を育てるこ と ができると考える。 ま

た、 先人が苦難の中にあり ながら 、 豊かで美し く たく まし い文化を創り あげてき

たこ と を理解さ せたい。 この学習を通し て、 身近な問題にも目を向け、 それを解

決するため自主的に取り 組み、 自分なり に発信してこ う と する態度を育てたいと

考える。

５ ． 指導計画
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○オリエンテェーショ ン

・ 沖縄に関するビデオ（ 紅型・ 城等） を

視聴し 、 学年テーマ「 大好きう ちなあ」

への意識を高める。

○総合的な学習の時間の進め方について

学習する。

　

○ウェ ビングにより課題を決める。

○グループを決める。

○各グループの全体計画の作成

○「 沖縄戦」 について調べる。

　 （ １ ） 児童実態調査（ アンケート 法）

　 （ ２ ） 読み聞かせ（ 沖縄戦の関する本）

（ ３ ） ビデオ視聴（ 対馬丸）

　 （ ４ ） 講演会（ 命について）

　 （ ５ ） 施設見学（ 沖縄平和祈念資料館等）

○伝統芸能「 獅子舞」 について調べる。

　 （ １ ） ビデオ視聴（ 地域の獅子舞）

　 （ ２ ） 講演会（ 獅子舞の由来等）

　 （ ３ ） 獅子作り

○各グループの計画に沿って活動する。

・ 図書館・ 調べ学習室・ インタ ーネッ ト ・ 地域の

方々への聞き取り等

○グループで協力して調べ学習をする。

　

○社会見学（ 琉球村等で調べ学習）

・ あらかじめ調べたいことなどを考える。

［ 課題設定の能力］［ 追求力］

・ 視聴覚の視聴を通し て、 学年

テーマへの意識を高めるこ と が

できる。

・ 図工「 紅型作成」 により 、 豊かな文化

を体験する。

［ 課題設定の能力］

・ 学年テーマに沿って自ら課題を見つけ

ることができる。

・ グループで協力し て、 全体計画・ 毎時

間の指導計画を作ることができる。

［ 学び続ける力］［ 追求力］

・ 戦争の悲惨さ や平和の尊さ を実感する

ことができる。

・ 道徳： 生命尊重

・ 運動会で獅子舞を発表する こ と によ

り 、 地域の伝統芸能を体験する。

・ 自分たちで計画に沿った学習ほう ほう

を用いて、 目的にあった情報を選択し た

り 、 集めたりすることができる。

・ 主体的になって調べ学習をするこ と が

できる。

・ 課題意識を持って、 活動に取り 組むこ

とができる。

・ 社会：「 昔のく らし とまちづく り 」

「 私たちの県とまちづく り 」



６ ・ 本時の活動

（ １ ）  本時のめあて

　 ・ 平和祈念資料館の見学を通して、 沖縄戦についてより 詳し く 学習し 、 平和について考

えることができる。

（ ２ ）  授業仮説

　 ・ 平和祈念資料館での体験者の証言や資料等によって調べ、 事実を知り 、 戦争の悲惨さ

を実感することにより 、 平和を愛する心や共に生きる心が育つであろう 。

（ ３ ）  本時の展開

学習活動 教師の支援
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１ ・ オリ エンテーショ ン

　 マナー・ 時間の確認

２ ． めあての確認

３ ． 資料館の見学（ 調べ学習）

２ Ｆ 　 歴史を体験するゾーン

　 ○第一展示室「 沖縄戦への道」

　 ・ 満州事変から 沖縄戦に入るまでの経緯を調べ

る。

　 ○第二展示室「 鉄の暴風」

　 ・ 空襲や艦砲射撃は、 およそ 3 ヶ月に及び、 多く

の死者を出したことを調べる。

・ 学習のめあてと

流れを確認する。 　 　 　 　 　

・ 平和祈念資料館のワーク

ブッ ク を活用し 、 わかった

こ と や、 感じ たこ と を書く

ことができるよう にする。

・ 難し い用語について説明

する。

ま
と
め
　
　
　
　
　
発
表
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
発
表
す
る
・
広
げ
る

○調べたことを整理する。

○各グループで調べたことをまとめる。

○発表の準備をする。

○発表会を持つ

・ 聞き手に分かり やすい発表ができるよう に心が

ける。

・ 他のグループの発表を聞いて、 感心し たこ と や

学んだことを記録する。

・ 友達のよさを認め、 良いところを見つける。

○学習発表会に向けて

・ 分かりやすく 発表する方法を考える。

○学習発表会

・ 聞き手に分かり やすい発表ができるよう に心が

ける。

・ 伝統芸能「 エイサー」「 三線」

・ 友達のよさを認め、 良いところを見つける。

［ 学び続ける力・ 表現力］

・ 課題の解決方法や調べた結果を工夫し

てまとめることができる。

・ どのよう にし たら分かり やすい発表が

できるか考え、 準備に取り 組むこ と がで

きる。

［ 主体性・ 創造性・ 共に生きる力］

・ まと めたこ と を分かり やすく 発表する

ことができる。

・ 自分や友達の発表の良い点、 工夫し た

点等を認めることができる。

［ 自己の生き方］［ 共に生きる力］

・ これからの自分の将来や沖縄のあり 方

について自分なり に考えるこ と ができ

る。
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　 ○第三展示室「 地獄の戦場」

　 ・ 軍民入り乱れた悲惨な戦場の様子を調べる。

　 ○第四展示室「 証言」

　 ・ 戦争を体験した住民による証言を読む。

　 ○第五展示室「 太平洋の要石」

　 ・ 沖縄の教訓は、「 平和の要石」 を通して世界へ発

信されることを知る。

１ Ｆ 　 未来を展望するゾーン

　 ○子ども・ プロセス展示室

　 ・ さまざまな国の子どもたちの様子を調べる。

　 ・ 世界的な問題・ 身近な問題を

　 取り 上げ、 その原因、 どう し たら解決できるか考

える。

○感想を書き、 次時の課題設定へとつなげる。

・ 体験者の証言に

より 、 事実を知り 、

戦争の悲惨さ を 実

感する こ と ができ

るよう にする。

・ 過去の出来事がよ り 身近

なも のと なり 、 平和につい

てえ考えるき っ かけをつく

るよう にする。

・ こ ら から の自分の将来や

沖縄のあり 方について考え

る こ と がで き る よ う にす

る。

・ 平和について自分たちに

できる こ と は何か考えるこ

とができるよう にする。

７ ． 評価

　 ・ 平和祈念資料館の見学を通し て、 沖縄戦についてより 詳し く 学習し 、 平和について考え

ることができたか。


